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第5回アジア養蜂研究協会大

会 ･第7回熱帯養蜂会議合同

大会報告

佐々木正己･中村 純

2000年3月 19-25日にチェンマイ (タイ

王国)に開かれた表記の合同大会に出席したの

で,その概要を報告 したい.

熱帯養蜂会議は2年に一度熱帯地域の養蜂

をテーマにした国際 ミツバチ研究協会主催の会

議で,第 1回のロンドン以降,インド,ケニア,

エジプト, トリニダードトバゴ,コスタリカと

熱帯地域で開催を続け,次の第7番目の開催国

としてタイを選定していた.アジア養蜂研究協

会が同じ年に別の開催地や時期に独自に大会を

開くよりも合同の大会とすることに意義がある

ということで,タイ王国の古都チェンマイ市で

の合同開催ということに相成った.アジア養蜂

研究協会としては第 1回大会をバンコクで開

催しており,インドネシア,ベトナム,ネパー

ルを間に挟んで2度目のタイでの開催となった.

事前活動

今回この大会をタイで開催するにあたって,

大会事務局長を務めたチュラロンコーン大学の

SiriwatWongsiri教授が諸方面での協力を求

める事前活動のために1999年 12月に釆ET.

Wongsiri教授の旧知の (樵)クインビーガ-

∴.･e:

図 1 中曽根文部大臣を表敬

図2 市内のあちこち売られているオオミツバチの

-チミツと巣をバナナの皮に包んで焼いたもの

デン小田社長の取り計らいで,中川元農水大

臣,農水省,および中曽根文部大臣 (当時)を

文部省に表敬訪問した (図 1).Wongsiri教授

は,さらに各養蜂業界団体を訪問し,大会およ

びェキスポへの参加を呼びかけた.

開催地,チェンマイ

大会開催地となったチェンマイ市は,タイの

北部,｢北のバラ｣とも呼ばれる古都で,日本か
らの観光客も多い,タイでも有数の観光地であ

る.暑いバンコクを離れて避暑に訪れるタイ人

もいるはどのやや涼しい気候が幸いして,周辺

地を含めタイではセイヨウミツパテを用いた養

蜂の中心地的な地域である.野生のミツパテも

多く,特にオオミツバチは-チミツや巣が市内

で売られているのがよく見られる (図 2).観光

地であり,宿泊施設,会場に問題がなし､こと,

物価がバンコクよりも安いこと,市内の交通は

一方通行が多いもののバンコクのような交通渋

滞はなく,予定通りにものごとが進行可能であ

る点,ミツバチが豊富で,北部タイ養蜂協会も,

全国で最も結束力があり,種々の活動も盛んな

ど,こうした点を挙げていけば今回の開催地に

最もふさわしかった.

ワークショップ

アジア養蜂研究協会大会では,会議に併催で

ワークショップを開くのが定着しつつあるが,

今回も最初はいくつかのテーマのワークショッ

プを開催の予定であった.しかし,準備が思う
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図3 地元タイの参加者を集めたワークショップ

ように進まず,結果としてタイの養蜂家を主な

対象とした勉強会形式のワークショップとなっ

た.それでも講演者は,内外の普及経験者や研

究者を集め,全3部構成で形は整ったものにな

っていた.

会場となったナコンビンホテルは,大会主会

場のロータスホテルとは市の対角線上反対側に

あたり,また視聴覚機器に一部不備があって,

その点では不満の声もあったか,タイの養蜂家

や政府関係者など,予想を超える80名近くが

出席して,タイらしいスタイルの会議となっ

た.中村は第 1部で日本の養蜂事情について,

特に生産物の自給状況などを報告 (図3) し,

タイの養蜂家が輸出先として考え得る市場であ

ることを説明した.先端技術に関する第3部で

は農水省畜産試験場の天野博士が講演.いずれ

もタイ語の通訳がついた (発表者がタイ語で話

し,英語で簡単に通訳されることもあった)こ

ともあって,参加者から熱心な質問が相次いだ

本会議

大会は35か国,216名の国外参加者に,覗

地タイの国内参加者を加えると300余名とい

うこの会議としてはかなり大規模なものであっ

た.会場となったロータスホテルには多くの参

加者が宿泊しており,その分,早朝から出席者

が多く,いずれのシンポジウムも盛会であった

大会はまず20日のEvaCrane博士による

基調講演 ｢アジア各地の ミツバチと養蜂の歴

史｣で始まった (図4).佐々木は玉川大学の卒

業式を終えてからの参加となったため聞けなか

ったが,Crane博士は最近,同様の観点からの

図4 Crane博士の講演

世界規模の800ページからなる大著を発表さ

れたばかりで,いっもながらそのスケールの大

きさには圧倒される.学術発表は,1)養蜂生産

物とミツバチ治療,2)-ナバチの多様性,3)

ミツバチ生物学,4)熱帯ハナバチの管理,5)

病気と治療,6)ポリネーション,7)保護と生

態系管理,8)ミツバチ遺伝学の進歩,9)植物

保護とその影響,10)国際交流と養蜂の持続的

発達,の 10のシンポジウムに分かれ,さらに

その中に,基調的講演,一般口頭発表,ポスタ

ー発表が含まれる.

佐々木は,カリフォルニア大学のPeng教授

とともにミツバチ生物学部門の進行ととりまと

めに当たったため,他の部門の発表はほとんど

聞くことが出来なかったが,合同大会というこ

ともあって,全体に過去4回のアジア養蜂研究

協会大会に対して発表数の上では圧倒的に大き

い,充実した会議となった.

ただ,ここで,ちょっと舞台裏事情を披露す

ると,熱帯養蜂会議の主催者であるイギリスに

本部をおくEg際ミツバチ研究協会と現地タイの

チュラロンコーン大学の連携が必ずしもスムー

スでなく,プログラムの編成が直前まで決まら

ない一幕があった.アジア養蜂研究協会事務局

(玉川大)スタッフの中村,榎本組のインターネ

ットをフル活用した遠隔操作ともいえるウルト

ラC級の応援がなければ,どうなっていたの

か,という感じであった.一方,玉川大で博士

の学位を取得したDeowanishさん (現チュラ

ロンコーン大講師)が現地実行委員の中心的役

割を担って大活躍してくれていたのは頼もしい

限りであった.玉川からのものも含め,5分に
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図5 発表する松香教授

1通はどのペースで届く電子メールに埋もれな

がらの奮闘という感じだったようだが,過去の

大会の準備事情からすると,通信手段が各段に

便利になった分,当事者はただただ忙しくなっ

ただけという実感もある.

実際,渡されたプログラムではどの発表がい

つどこで行われているか不明で,当日張り出さ

れるプログラムに眼を通す必要があった.た

だ,これも今まではともするとただの進行役で

あったシンポジウムの世話役が,大変有機的に

会議に参加するという形にもなり,怪我の功名

ではないが,各シンポジウムの世話役を買って

出ていただいた方には充実した会議だったので

はないかとも思えた.

さて, ミツパテ生物学部門では,アジアでは

足跡の大きいポーランドのWoykeやグラーツ

大学のKastbergerのオオ ミツバチ関係の報

普,次回アピモンディア開催国南アフリカ共和

国のHepburnによる飛行メカニズムの発表,

pengの卵内への精子の侵入プロセスに関する

精細な観察報告, ミシガン大のHuangが雲南

農科大のKuang教授らと発表 したトウヨウミ

ツバチのJHと分業の報告などが目をひいた.

日本からは蚕糸昆虫農技研 (さきがけ21)の笹

川博士による ｢ニホンミツバチによるミツバチ

ヘギイタダニの認識物質｣,筑波大の松山博士

による ｢アジア産 ミツバチおよびマルハナバチ

の大顎腺成分｣,佐々木らによる｢ニホンミツバ

チのオオスズメバチに対する発熱蜂球による防

衛行動のサーモグラフィーによる解析｣の発表

があった.

その他のシンポジウムでの日本からの発表

は,玉川大松香教授 (研究協会会長)のアジア

のミツバチ生産物に関する招待講演 (図5),や

はり松香らによる中国およびブラジル産プロポ

リスの比較,同ミツパテ科学研究施設の吉田主

任による同所的に生息する在来種ニホンミツバ

チと導入種セイヨウミツバチの関係の解析,同

中村による巣箱デザインと巣内微気象の関係の

解析か北大高橋氏によるサベミツバチとトウヨ

ウミツバチの研究用DNAプライマーについて

の発表などであった.畜産試験場の木村博士は

トランスジェニックミツパテ作りの現状につい

て報告した. トランスジェニック (遺伝子組み

替え)昆虫については,ショウジョウバェ以外

では困難な状況が長く続いて釆たが,1999年

に至り,カイコで相次いで成功例が報告され

た. ミツバチでもごく近々現実のものになる可

能性が出てきた.

BeeWorldExpo2000

先行開幕した同時開催のビーワールドエキス

ポ2000は, ロータスホテルからショッピング

モールに通じる展示スペースを,美しいランの

花で飾りつけた会場で行われた.3月という時

期的な問題もあって,日本からは (秩)クイン

ビーガーデン(図6)と(秩)健康生活グループ

友愛の2社に玉川大学 ミツバチ科学研究施設

の計3ブースのみの出展であった.

タイの養蜂関連企業など計 32ブースが参加

したが,企業以外に関連省庁やプロジェクトも

出展していた.特に,タイ王室の傘下にあるロ

ーヤルチットラタプ ロジェクトも出展.このプ

ロジェクトはタイ各地で農業,手工業関係の技

図6 クインビーガーデンのブース
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図7 表彰盾を手にした

末次さん

(後日,玉川大学で)

術普及を行っているところで,ミツバチ関係の

事業ではハチミツ生産とろうそく製造が以前か

ら有名である.国民に人気のある王室関係とい

うことで,一般の見学者の多くがこのプロジェ

クトのブースに足を止めて熱心に見学していた

エキスポの初日にはタイ王室顧問でもあるタ

ニン元首相から,アジアの養蜂発展に貢献した

人々の表彰が行われ,日本人では,故岡田一次

教授と,アジア養蜂研究協会の活動に深い関心

を寄せていただき,大会の都度ご協力いただい

ている末次晃氏 (図7)が記念の盾を受け取っ

た (いずれも代理出席).この表彰式に続いて,

タニン元首相がェキスポ会場を巡幸され,各ブ

ースで熱心に説明を受けられていた.初日の来

場者にはタイの-チミツを使った飲料水や-チ

ミツワインがふるまわれた.また今回の会議に

合わせてタイの在来種 ミツパテ4種の記念切

手も発行され,会場内で販売された.さらにハ

チミツのコンテストなども行われた.

なお,今回のエキスポでは (秩)クインビー

ガーデンの小田社長が委員として参画 事前の

会場視察などにもご尽力いただいた.

アジア養蜂研究協会ミーティング

アジア養蜂研究協会は大会期間中恒例の役員

および会員ミーティングを開催した.役員人事

の他,刊行にこぎつけたネパールの会議録およ

び,機関誌となるAsianBeeJournalについ

ての報告と今後の出版計画,会費の問題などが

討議された.

次期開催国の選定では,トルコ,フィリピン,

インドの3か国が立候補し,最終的に種々の条

件を鑑みて,2年後の第 6回大会開催地はイン

図8 ロシアリャザン研究所のエシュコフ博士

ド,バンガロールと決定した.

またこの会議には初参加となるロシアのリャ

ザン研究所のエシュコフ博士が特別に発言を求

め,ユーラシア養蜂協会の発足を訴えた (図8)

大会参加ツアー

今回もアジア養蜂研究協会では会議の参加ツ

アーを企画.多くの方に参加していただいた.

ツアーはタイ北部のチェンライに入り,ミャン

マー国境に当たるメーサイを訪れ,その後,会

読,エキスポに合流するという日程であった.

またチェンマイ市内でも観光の他に,チェンマ

イ大学や農業省の養蜂センター (図9),タイで

最大規模の養蜂企業の見学を実施,この時は学

生スタッフツアーと合流させていただいた.会

議後バンコクを経由して帰国の途についた.短

い日程であったが,タイで最も養蜂の盛んなチ

ェンマイを堪能していただいたと思う.

会議の日程が日本の事情で決まるものではな

いので時期のご希望には添えないが,今後も大

会ごとにツアーを企画するので,参加していた

だけるようであれば幸いである.

図9 農水省養蜂センターで説明に聞き入る


